

	月
	教材名
	配当時数

領域・事項
	◆学習目標

主な学習活動
	評価規準
	学習指導要領

との関連

（１）指導事項

（２）言語活動例

	四月
	声に出して読もう

千枚田
	1時間
読む
	◆詩が表現している情景を想像し，自分の読みが表れるように音読する。

1 詩を読んで，感じたことを発表し合う。

2 気に入った描写の読み方を工夫しながら，音読する。
	【関】詩が表現している情景を想像しながら読もうとしている。

【読】詩の中から自分が好きな表現を見つけ，味わいながら音読している。

【言】反復などの表現や言葉の使い方の工夫などについて関心をもって読んでいる。
	(1) Cア
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	
	お話を聞こう

ぶたばあちゃん
	1時間
読む
	◆自分が読んだことのある本と比べながら，本の読み聞かせを聞いて，感想を交流する。

1 「ぶたばあちゃん」の読み聞かせを，耳をすませて聞く。

2 自分の知っている物語と似ているところ，違っているところにふれながら感想を交流する。
	【関】様子を思い浮かべながら読み聞かせを聞こうとしている。

【読】読んだことのある本と比べ，その内容や表現方法についての共通点や相違点に気づいている。

【言】言葉の使い方の工夫に気づいている。
	(1) Cカ
伝国イ(カ)



	
	図書館へ行こう
	1時間
書く
	◆自分が好きな本と関連のある本を探し，題名や作者名を書いて交流する。

1 好きな本や気になっている本に関連した本を図書館で探す。

2 どんなつながりでどんな本を選んだか，題名や作者名を書いて発表し合う。
	【関】自分が好きな本と関連があるものを探そうとしている。

【書】好きな本，気になる本に関連した書物を探し出し，必要な情報を整理して書いている。

【言】言葉の使い方について興味をもって本を読んでいる。
	(1) Bア
伝国イ(カ)



	
	新しい漢字を学ぼう①
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら,二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	竜
	6時間
読む
	◆主人公の生き方や考え方を読み取って，行動や様子を表す表現に注意しながら朗読する。

1 三太郎の考えや生き方で，おもしろいと思ったところを発表し合う。

2 はじめの場面と終わりの場面とを比べ，三太郎の心情の変化を読み取る。

3 様子を表す言葉や，声や音を表す言葉などに注意しながら，工夫して朗読する。
	【関】作品のおもしろいところを見つけて伝え合おうとしている。

【読】場面の様子を表す表現から，主人公のものの考え方や生き方をつかんで，それが伝わるように工夫して朗読している。

【書】叙述から読み取ったことをもとに，自分の考えが伝わるように文章をまとめている。

【言】文章中の言葉遣いや様子を表す表現などの表現の工夫に気づいている。
	(1) Cア
Bウ
伝国イ(エ)
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	五月
	国語辞典から広がる言葉の世界
	1時間
伝国
	◆国語辞典を活用して，同じ仲間の言葉，意味の似ている言葉の語感をとらえ，適切に使い分ける。

1 言葉を言葉によって説明するときに，どんなことが大切か，気づいたことを発表する。

2 いつも使っている語句の意味を説明した「自分だけの国語辞典」を作る。
	【関】言語生活を豊かにするために，国語辞典を活用することの意義について考えている。

【言】国語辞典を活用して，言葉の意味の説明に関する与えられた課題を解決している。
	(1) 伝国イ(エ)
伝国イ(カ)



	
	このニュース，わたしはこう思う
	4時間
話す・聞く
	◆ニュースの内容と自分の知識や経験とを結びつけて自分なりの意見をまとめ，目的や意図が伝わるように組み立てを考えて話す。

1 新聞やテレビのニュースの中で気になったものを選び，自分の知識や経験，調べてわかったことなどと結びつけて，意見をまとめる。

2 事実と自分の感想・意見とを区別しながら，スピーチの組み立てを工夫する。

3 ニュースをスピーチにして伝え合う。

4 スピーチで伝えたいことが話せたか，話し手の意図をとらえながら聞けたかを振り返る。
	【関】考えたことをはっきりさせてスピーチしようとしている。

【話】情報をそのまま伝えるのではなく，経験したことや調べたことと関係づけて，スピーチの内容を作っている。

【話】話の構成を工夫し，相手や場に応じた言葉遣いに気をつけてスピーチしている。

【言】話し言葉の特徴を理解し，意図が明確に伝わるような言葉遣いに気をつけて話している。
	(1) Aア
Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aア



	
	ニュースと編集について
	3時間
書く
	◆目的や意図について考えながらニュース原稿を書いたり，友達が書いたものと比べたりすることで，伝えたいことをとらえる。

1 二つのニュース原稿を比べて，材料がどのように選択されているか発表する。

2 出来事を二百字のニュース原稿に書いて読み合う。
	【関】ニュースの原稿が「編集」されてできていることについて理解を深めている。

【書】目的や意図を考えながら，ニュース原稿を書き，友達が書いたものと比べている。

【言】読んだときに聞き手にわかりやすい言葉遣いに気をつけて原稿を書いている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう②
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	宇宙時代を生きる
	6時間
読む
	◆「宇宙」という視点をもち，新しい考え方を求めて自分の可能性を広げることが大切であるとする筆者の主張を読む。

1 読んで強く心に残ったことや考えたことを交流する。

2 「多くの人に『宇宙』という視点を持ってほしい」と筆者が考えたのはなぜかをノートにまとめる。

3 「『宇宙』という視点」とはどんなものか，筆者の思いと自分の考えをつなげて話し合う。

4 筆者の考えについての自分の考えをまとめ，関連する本などを読んでさらに考えを深める。
	【関】筆者が伝えようとしていることは何か考えながら読もうとしている。

【読】まとまりごとに要約して，筆者が伝えたかったことの要旨を短い言葉で表している。

【読】筆者の考えを的確に把握したうえで，自分の考えを深めている。

【書】自分の意見や考えが明確になるように文章にまとめ，友達と読み合って感想を伝え合っている。

【言】比喩表現や作者の体験に基づく言葉遣いなどに注意して読んでいる。
	(1) Cウ
Cオ

Bカ
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)

(2) Cイ
Cウ



	六月
	送りがなのきまり
	1時間
伝国
	◆身のまわりの言葉を送りがなの基本的なきまりにそって書き表す。

1 送りがなのつけ方にどんなきまりがあるか話し合う。

2 学習内容確認課題の言葉を漢字と送りがなで書き，どのようなきまりにしたがっているか発表し合う。
	【関】身のまわりの言葉を，送りがなの基本的なきまりにそって書き表そうとしている。

【言】与えられた活用語について，活用を意識しながら，送りがなの基本的なきまりにそって書き表している。
	(1) 伝国イ(ウ)



	
	五年生で学んだ漢字①
	1時間
伝国
	◆五年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 提示されている漢字を読む。

2 挿絵を参考にしながら，提示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう③
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十八字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	わたしたちの言葉
	4時間
話す・聞く
	◆方言と共通語について知り，共通語の台本を読んだり，ふだん使っている言葉に言いかえて演じたりして，それぞれの言葉のもつよさや役割に気づく。

1  方言と共通語について，表現やアクセントの違いについて調べ，感じ方の違いを話し合う。

2 台本を読んで，台本の言葉を自分たちがふだん使っている言葉や言い方に書き直す。

3 作り直した台本に合わせて演じ，話し方や演じ方を工夫する。

4 書き直した台本で，グループごとに発表し合い，よいところや気づいたことを話し合う。
	【関】方言と共通語について，表現やアクセントの違いについて興味をもって調べたり，書いたりしようとしている。

【話】共通語で書かれた台本を日常の言葉に言いかえて演じるなどして，自分たちの地域の方言や発音の特徴などに気づいている。

【言】話し言葉の特徴や，時間の経過による言葉の変化に気づいている。
	(1) Aウ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)



	
	自由な発想で―随筆―
	8時間
書く
	◆場面の様子と自分の思いや考えとを書き分けながら，記述を工夫して随筆を書く。

1 「随筆」とはどんなものか理解する。

2 伝えたい事柄や自分の体験について，詳しく書く部分と自分の思いや考えを書く部分などの構成を考える。

3 考えた構成に基づいて，作文を書く。

4 書いた作文が伝えたいことや自分の考えを表現できているか読み返す。

5 作文をグループなどで読み合い，気づいたことを伝え合う。

6 「日本の随筆」を読み，古人のものの見方や考え方にふれる。
	【関】生活の中で体験したできごとの自分にとっての意味を考え，場面の様子と自分の思いを区別して随筆を書こうとしている。

【書】体験したできごとを深く考えて生まれた自分の思いが，読み手に伝わるような文章構成を工夫している。

【書】読み手にわかりやすいように，事実と自分の思いを区別し，書き分けて随筆を書いている。

【言】親しみやすい随筆を読み，昔の人のものの見方について関心をもっている。
	(1) Bイ
Bウ
伝国ア(ア)
伝国ア(イ)

(2) Bア



	七月
	文末の表現
	1時間
伝国
	◆文末表現やイントネーション等のはたらきを，例文の解釈や活動を通じて理解する。

1 文末の表現の違いから，伝える意味がどのように変わるのか話し合う。

2 同じ文について，声の調子によって，伝える意味がどのように変わるか話し合う。
	【関】言葉の選び方や話し方の違いによって伝えたいことが変わることの重要性について気づいている。

【言】文末や声の上げ下げを変えることによって，さまざまな意味を伝えている。
	(1) 伝国イ(ア)

伝国イ(カ)

伝国イ(キ)



	
	新しい漢字を学ぼう④
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十五字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	紅鯉
	6時間
読む
	◆登場人物のそれぞれの関係や場面ごとの主人公の心情の変化をとらえ，自分の考えをまとめる。

1 物語を読んでいちばん強く感じたことや心に残ったことを経験と結びつけながら発表し合う。

2 場面ごとに，「ぼく」と他の人物との関係や「ぼく」の心情について読み取る。
3 工夫された表現やその効果について考えたことを話し合う。
	【関】物語の展開に興味をもち，強く感じたことや心に残ったことを自分の経験を重ねながらとらえ直そうとしている。

【読】会話文や場面の様子，展開から「ぼく」の心情の変化をつかみ，その心情に対する自分の考えをまとめている。

【書】優れた叙述によって表されたことと，それに対する自分の解釈とを区別して，考えをまとめている。

【言】人物の様子を表す言葉や心情を表す表現などの工夫について理解している。
	(1) Cエ

Bウ
伝国イ(エ)
伝国イ(オ)
伝国イ(カ)



	
	あなたの意見は？
	4時間
書く
	◆自分の意見を事実や経験をもとにまとめ，書いたものを発表し合って，根拠や考えの表現の仕方について助言し合う。

1 伊藤さんの意見を読み，賛成か反対か，自分の考えを決める。

2 考えの根拠となる事実を明らかにしながら，自分の考えを四百字程度の文にまとめる。

3 それぞれの意見文を発表し合い，根拠や考えの表現の仕方について話し合う。
	【関】伊藤さんの意見に対して，自分なりの意見を書こうとしている。

【書】事実や体験に基づいて自分の意見を書いている。

【書】自分の意見と友達の意見との違いやその表現の仕方の違いに気づいて，意見を交流させている。

【言】投書の言葉の使い方を吟味して，自分の考えを述べている。
	(1) Bウ
Bカ
伝国イ(カ)

(2) Bイ



	
	あまんさんの部屋

いのち
	1時間
読む
	◆紹介された本を読み，読書の楽しさを味わう。

1 教材文を読み，筆者が出会った本をどうとらえているかを知る。

2 紹介されている本の中から気に入った本を選んだり，関連して読んでみたい本を探し，友達と紹介し合ったり，感想を交流したりする。
	【関】紹介されている本に興味をもち，読みたい本を探そうとしている。

【読】紹介されている本を読み比べたり，関連して読んでみたい本を探したりしている。

【言】筆者の語り方や言葉遣いについて考えを深めている。
	(1) Cカ
伝国イ(カ)



	九月
	だいち
	2時間
読む
	◆優れた叙述に注意しながら情景を想像し，リズムを楽しみながら声に出して詩を読む。

1 詩を読んで表現の仕方について気づいたことを発表し合う。

2 一・二連，三・四連の「だいちのうえ」の様子を叙述に即してまとめる。

3 情景や言葉のリズムを考えて，様子がわかるように朗読する。
	【関】表現の特徴に気づいて情景を思い浮かべようとしている。

【読】一・二連と三・四連との違いから，筆者の思いや意図を想像して発表している。

【言】反復法などの表現の工夫について自分の考えをもっている。
	(1) Cエ
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	
	五年生で学んだ漢字②
	1時間
伝国
	◆五年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 提示されている漢字を読む。

2 挿絵を参考にしながら，提示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑤
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十九字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	お札にしたいあの人物
	6時間
話す・聞く
	◆必要な情報を関連づけながら構成を考え，理由を明らかにしてスピーチをする。

1 お札の肖像画にふさわしい人を本やインターネットから情報を集めて選ぶ。

2 お札の肖像画にふさわしい人を選んだ理由を書き出す。

3 クラスの友達が納得するように，説明の効果的な組み立てを考える。

4 自分の考えが伝わるように話したり，話し手に賛成できるかどうかを考えながら聞いたりする。
	【関】お札の肖像画にふさわしい人物を選び，その根拠を明らかにしようとしている。

【話】推薦する人物の情報を集め，それらを関連づけて，推薦理由をまとめている。

【話】推薦理由について，効果的な話の組み立てを考えて，スピーチをしている。

【言】聞き手に効果的に伝えるための構成や話し方について考えている。
	(1) Aア
Aイ
伝国イ(ア)
伝国イ(キ)

(2) Aウ



	
	調べるための本
	2時間
書く
	◆調べたい事柄について，適切な参考図書を選んで調べ，調べたことをまとめる。

1 いくつかのテーマについて，どんな本で調べたらよいか話し合う。

2 調べるテーマを決め，図鑑・事典，地図・年表・郷土資料，年鑑・統計のチームに分かれて調べる。

3 調べてわかったことを短くまとめ，発表し合う。
	【関】調べたいことを決めて，適切な参考図書を選んで調べようとしている。

【書】参考図書の特徴がわかり，調べたい事柄について適切に参考図書を選んで，調べたことをまとめている。

【言】参考図書のさまざまな構成を理解し，目的に合わせて本を選んでいる。
	(1) Bア
伝国イ(キ)



	十月
	漢字の形と読みと意味
	1時間
伝国
	◆漢字の部首や構成（義符や音符）について，分類や分析を通じて理解する。

1 いろいろな漢字から同じ部首や音を表す部分を見つけ，意味や読み方のつながりについて考える。

2 漢字辞典を使って，意味につながりのある漢字や音が同じ漢字を調べる。
	【関】漢字を学習するうえで,部首や構成に注目することの意義に気づいている。
【言】与えられた漢字を,部首に分類したり,義符と音符の構成に分解したりして,意味に結びつけている。
	(1) 伝国ウ(ア)
伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑥
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十九字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	まほう使いのチョコレート・ケーキ
	6時間
読む
	◆主人公の人物像や様子を明らかにし，人物どうしの関係や心情の変化をとらえる。

1 お話を読んで，おもしろかったところを発表し合う。

2 まほう使いがリンゴの木をどんなふうに育てたか，物語の展開に沿ってノートにまとめる。

3 まほう使いは，自分のことをなぜ悪いまほう使いだと思っていたのか，また，いいまほう使いとはどのようなものと考えていたか，根拠となる叙述をあげて話し合う。
4 登場人物の関わりや人物像から考えたこと，自分の体験に照らして気づいたことなどをまとめる。
	【関】まほう使いの言動の変化に興味をもち，まほう使いの気持ちを考えようとしている。

【読】まほう使いの言動の変化と家のまわりの様子の変化とを結びつけながら，まほう使いの気持ちがどのように変わっていったかについて自分の考えをまとめている。

【書】自分の考えが伝わるように，叙述を引用してまとめる文章を書いている。

【言】時間の経過を表す表現やものの様子を表す表現などの内容や効果などについて考えを述べている。
	(1) Cエ

Bエ
伝国イ(オ)
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	
	よさを伝える広告
	5時間
書く
	◆目的や意図に合った事柄を選び出して整理し，表現方法を工夫して書いたものを発表し合う。

1 広告1，2 を比べて，印象の違いや表現のよさについて発表し合う。

2 身近なものの中から広告するものを決め，広告するために強調するところや表現の仕方を考え，ポスターの図案を作る。

3 図案の言葉や表現方法，絵の効果について，グループで助言や提案をし合う。

4 話し合いをもとにポスターを作って掲示し，感想を交流する。
	【関】身近なもののよさを考えたり調べたりして，広告を作って伝えようとしている。

【書】身近なもののよさをいろいろ調べて，情報を選んで表現方法を工夫している。

【書】自分や友達が表現したことがわかりやすく伝わっているかを確かめたり，効果的な表現について考えたりしている。

【言】読み手の興味を引く言葉の使い方の工夫に気をつけて，広告の文章を書いている。
	(1) Bア
Bオ
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)

(2) Bウ



	十一月
	漢字辞典から広がる文字の世界
	1時間
伝国
	◆漢字の由来について理解し，漢字に対する理解を深める。

1 象形，指事，会意，形声のそれぞれにどのような漢字があるかをまとめる。

2 漢字辞典で漢字の成り立ちを調べる。
	【関】漢字を習得するうえで，象形・指事・会意・形声の成り立ちに注目することの意義に気づいている。

【言】漢字辞典を使って，与えられた漢字の成り立ちについて象形・指事・会意・形声におおむね分類している。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	五年生で学んだ漢字③
	1時間
伝国
	◆五年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 提示されている漢字を読む。

2 挿絵を参考にしながら，提示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑦
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十八字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	「なべ」の国，日本
	6時間
読む
	◆引用文や表，グラフを含んだ文章の効果的な読み方を工夫し，事実と意見をおさえて，要旨をとらえる。

1 本文を読んで，初めてわかったことやおもしろかったことを発表し合う。

2 引用文やグラフを使った筆者の意図を考え，話し合う。

3 「なべ料理」の人気が高い理由を筆者はどのように考えているかについて，事実と意見の関係をはっきりさせながらまとめる。
4 筆者が最も伝えたかったのはどんなことか，話し合う。
5 作ってみたいなべ料理の作り方や材料を本や事典などで調べて紹介する。
	【関】「『なべ』の国，日本」の文章を，引用文や表，グラフに注意して読み取ろうとしている。

【読】引用文やグラフ等を適切に取り入れて，読みを深めている。

【読】なべ料理の人気が高い理由について，事実と意見とに分けて，要旨をまとめている。

【書】なべについて調べた事実と自分の意見や考えとを区別して，なべの紹介カードを書いている。

【言】例示された表現について調べ，その使い方を理解している。
	(1) Cイ
Cウ

Bウ

伝国イ(オ)

伝国イ(カ)

(2) Cイ



	
	レポートの組み立て
	2時間
書く
	◆レポートの基本的な組み立て方を知り，調べた内容の関係を考えて整理する。

1 調べたい問題について，本やインターネットで調べ，短くメモにまとめる。

2 調べたことを，調査課題・調査方法・調査内容・考察に分類し，枝分かれの形に整理する。
	【関】レポートのまとめ方に興味をもち，調べたことを整理しようとしている。

【書】調べたことを調査課題・調査方法・調査内容・考察に分類し，調べた内容の関係を考えて整理している。

【言】レポートの基本的な組み立て方について理解している。
	(1) Bア
伝国イ(キ)

(2) Bイ

	
	場面に応じた言葉
	1時間
伝国
	◆相手や場面によって言葉の使い方が変わることに関心をもち，日常よく使われる敬語の使い方に慣れる。

1 提示された場面でどんな言葉遣いをしたらいいか，グループで話し合う。

2 話をする場面や相手，話の内容をいろいろ変えて，言葉遣いを考えながらグループごとに演じる。
	【関】会話する相手や場面によって，適切な言葉を使おうとしている。

【言】適切な敬語の使い方がわかり，相手や場面に応じて正しく敬語を使っている。
	(1) 伝国イ(カ)
伝国イ(ク)



	
	新しい漢字を学ぼう⑧
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十六字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	十二月
	説得力のある意見
	7時間
書く
	◆自分の意見の中心を明確にし，説得力をもつよう事実の取りあげ方や構成を工夫して書く。

1 説得力のある意見の作り方について見通しをもち，関心のある事柄について自分の意見を一文で書き残す。

2 意見に説得力をもたせるために，自分の経験や調べてわかったことなどを集め，付箋やカードに書き出す。

3 書き出した情報を並べ換えて，意見文が説得力をもつように文章全体の組み立てを考える。

4 考えた文章の組み立てにしたがって，事実を具体的にするとともに，文末の表現に気をつけて，事実と意見とを区別して書く。

5 説得力のある文になっているかどうか確かめながら推敲したり，読み合ったりする。
	【関】説得力のある意見文を書くために，情報を集めたり，文章の組み立てを工夫したりしようとしている。

【書】意見に説得力をもたせるために情報を集めたり，文章の組み立てを工夫したりしている。

【書】集めた情報と自分の意見との区別に気をつけて文章を書いている。

【言】説得力のある文章の組み立て方や言葉の選び方などについて理解している。
	(1) Bイ
Bウ
伝国イ(オ)

(2) Bイ



	
	どんな国？
	4時間
話す・聞く
	◆資料から必要な情報を取り出し，取り出した情報を関連づけながら,考えの根拠を明確にして相手にわかるように話す。

1 三つの国のアンケート結果を読み比べて，気づいたことを発表し合う。

2 「危険があっても人の役に立ちたい」と考える小学生がどの国にあてはまるかについて，自分なりの理由を明らかにしながら話し合う。

3 三つの国の環境，文化などについて感じたり想像したりしたことを，グループで交流し合う。
	【関】アンケート結果の違いに興味をもち，どこの国なのか考えようとしている。

【話】考えた根拠をはっきりさせながら，自分の考えが相手にわかるように話している。

【言】自分の考えが相手に伝わるように言葉遣いに注意して話している。
	(1) Aア
伝国イ(ア)

(2) Aイ



	一月
	声に出して読もう――漢文
	1時間
伝国
	◆漢文の意味の大体を理解して音読する。

1 漢文を繰り返し読んで，漢文の調子を味わう。

2 漢文の中で好きな言葉を選んで，音読・暗唱を発表する。
	【関】漢文を声に出して繰り返し読み，言葉の調子を楽しんでいる。

【言】漢文の言葉の調子の特徴に気づき，五つの漢文の意味の大体を理解している。
	(1) 伝国ア(ア)



	
	五年生で学んだ漢字④
	1時間
伝国
	◆五年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 提示されている漢字を読む。

2 挿絵を参考にしながら，提示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑨
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十九字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	短歌を作る
	5時間
書く
	◆表現の仕方を工夫して，自分の感動や考えたことが伝わるように短歌を作る。

1 短歌を読み，表現の優れているところや気に入ったところなどを発表し合う。

2 生活の中できれいだと思ったことやふと気づいたことを題材にして，言葉のリズムに注意しながら短歌を書く。

3 言葉を変えたり，語順を入れかえたり，比喩を使ったりして，いちばんよいと思う表現を探す。

4 短歌の発表会を開き，言葉のリズムや表現の仕方，言葉の使い方の工夫などについて感想を伝える。
	【関】短歌に興味をもち，生活の中できれいだと思ったことや心に残っていることなどを短歌で表現しようとしている。

【書】生活の中から題材を選んで短歌を作り，よりよい表現にしようと推敲を重ねている。

【言】短歌の内容の大体を知り，音読している。

【言】言葉を入れかえたり，語順を変えたり，比喩を使ったりして，表現を工夫している。
	(1) Bオ
伝国ア(ア)
伝国ア(イ)
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)

(2) Bア



	二月
	猿橋勝子
	6時間
読む
	◆文章の内容をとらえて要約し，猿橋の生き方をもとに自分の生き方について発表し合い，考えを広げたり深めたりする。

1 猿橋勝子の生き方について心に残ったことを発表し合う。

2 「猿橋自身の個性」「いくつかの偶然」「時代の必然」の三つについて，それぞれが示す具体的な内容をまとめる。

3 三宅泰雄から学んだことが，猿橋の生き方のどこに表れているかを話し合う。

4 猿橋勝子の生き方について感じたことをもとにして，自分の生き方について考えたことを発表し合う。
	【関】描かれた人物の生き方に興味をもち，自分の生き方を振り返ろうとしている。

【読】文章に挙げられた事例をとらえ，筆者が伝えたいことを読み取っている。

【読】人物の生き方について，自分なりの意見を交流し合い，自分の生き方について考えをまとめている。

【書】伝記に描かれた人物の生き方について考えたことを，印象的なエピソードを引用して書いている。

【言】例示された表現の意味を理解し，自分で文を作っている。
	(1) Cウ
Cオ

Bエ

伝国イ(エ)
伝国イ(オ)
伝国イ(カ)

(2) Cア



	
	平和な世の中を築くために―パネルディスカッション―
	7時間
話す・聞く
	◆平和な世の中を築くために大事なことについて話したり，自分の考えと異なる意見と比較しながら聞いたりして，自分の考えを広げる。

1 テーマについて主張したいこと，その理由などを明らかにしながら，自分の意見を書く。

2 パネルディスカッションの手順や役割を理解し，グループで説得力のある主張ができるように情報を集める。

3 役割分担を決め，パネルディスカッションを行う。

4 ディスカッションしたことをもとに，テーマに対する自分の考えを深める。
	【関】テーマにそって主張したいことを決め，すすんでパネルディスカッションに参加している。

【話】相手の反論や質問を予想したり，話し手の意図を捉えながら聞いたりして，相手の意見に反論や質問をしている。

【言】お互いの考えを深め合う話し合いができるように,言葉遣いに気をつけて話している。
	(1) Aエ
Aオ
伝国イ(ア)
伝国イ(ク)

(2) Aイ



	
	日本語の歴史
	1時間
伝国
	◆漢字，ひらがな，かたかなを使い分ける日本語の成り立ちを知る。

1 万葉仮名やひらがな・かたかなの成立の歴史を知り，漢字かな交じり文の特徴について考える。
	【関】日本語の文字の特徴や由来について関心をもち，歴史を学ぶことの意義について考えている。

【言】漢字，ひらがな・かたかな，ローマ字の由来や現代語における特徴について，簡潔にまとめている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	五年生で学んだ漢字⑤
	1時間
伝国
	◆五年生までに学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 提示されている漢字を読む。

2 挿絵を参考にしながら，提示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑩
	1時間
伝国
	◆六年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文の中で使われている漢字の読み方を，下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順， 音訓を確かめながら，十八字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(ア)



	三月
	雪わたり
	6時間
読む
	◆表現のおもしろさをふまえて朗読の仕方を工夫するとともに，宮沢賢治の作品を読み比べて考えを深める。

1 文章を読んでおもしろいと思ったことを発表し合う。

2 表現に着目して情景を思い浮かべ，役割を決めて音読する。

3 きつねの学校生徒がおどり上がって喜んだ理由について話し合う。

4 宮沢賢治の他の作品を読み，おもしろかった作品を推薦する文章を書く。
	【関】物語からおもしろさを見つけ，発表したり朗読したりして表現しようとしている。

【読】表現のおもしろさをとらえ，役割を決めて様子がわかるように音読している。

【書】宮沢賢治の他の作品を読み，おもしろさを文章で伝えている。

【言】比喩や反復表現，様子を表す表現などの工夫や効果について，考えを述べている。
	(1) Cイ
Cオ

Bカ

伝国イ(カ)

伝国イ(ケ)

(2) Cエ



	
	あいたくて
	1時間
読む
	◆詩を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりする。

1 詩に描かれた心情を考えながら音読する。

2 人とのつながりや生き方について考えたことや感じたことなどを話し合う。
	【関】詩を読んで考えたことを友達に伝えようとしている。

【読】自分の考えと友達の考えを比べながら，自分の考えをまとめ直している。

【言】反復や比喩など言葉の使い方について感じたことを伝え合っている。
	(1) Cオ
伝国イ(カ)
伝国イ(ケ)



	
	世界に一冊の「マイブック」
	4時間
書く
	◆学習を振り返り，自分が書いたものを整理して一冊にまとめ，発表し合って交流する。

1 生活や学習の中で書いた文章をもとに学習を振り返り，マイブックに取り上げるものを選ぶ。

2 マイブックの「前書き」か「後書き」に載せる詩を書く。

3 マイブックを完成させ，読み合って感想を伝え合う。
	【関】マイブックづくりに興味をもち，思い出に残る作品を選んでいる。

【書】小学校生活を振り返ったり，未来への希望を表現したりした詩を作っている。

【言】伝えたい思いが効果的に表現できるよう言葉の使い方に注意して詩を書いている。
	(1) Bア
Bカ
伝国イ(ア)
伝国イ(カ)

(2) Bイ



	
	二十一世紀に生きる君たちへ
	1時間
読む
	◆「二十一世紀に生きる君たちへ」を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりする。

1 いちばん強く心に響いた言葉や文とそのわけを伝え合う。

2 「君たちの心の中の最も美しいもの」とは何か，自分のその美しいものは今どんな様子かについて話し合う。
	【関】筆者の伝えようとしていることに興味をもち，自分の生活を振り返ろうとしている。

【読】筆者の主張していることについて，自分の考えをもち，友達と意見を交流している。

【言】文章の内容や構成について考えたこと，感じたことを伝え合っている。
	(1) Cウ
Cオ
伝国イ(キ)

(2) Cイ


評価規準             【関】…国語への関心・意欲・態度，【話】…話す・聞く能力，【書】…書く能力


【読】…読む能力，【言】…言語についての知識・理解・技能


学習指導要領との関連  Ａ…話すこと・聞くこと，Ｂ…書くこと，Ｃ…読むこと，


伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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